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Ⅱ
 

教
学
入
門 

｜
教
学
入
門
｜
① 

日
蓮
大
聖
人
の
御
生
涯 

 

※
大
聖
人
の
御
生
涯
の
業
績
に
つ
い
て
、
次
頁
の
語
群
か
ら
言
葉
を
選
ん
で
文
章
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。 

 

【
１
】
誕
生
・
出
家
・
遊
学 

日
蓮
大
聖
人
は
（ 
貞
応
元
年 

２
月
１
６
日 

）
に
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

【
２
】
立
宗
宣
言 

（ 

建
長
５
年 

４
月
２
８
日 
）、
大
聖
人
は
３
２
歳
の
時
に
（ 

立
宗
宣
言 

）
さ
れ
ま
し
た
。 

念
仏
等
を
激
し
く
破
折
す
る
と
と
も
に
（ 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

）
の
題
目
を
唱
え
、
末
法
の
民
衆 

救
済
の
唯
一
の
正
法
を
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
自
ら
を
（ 

日
蓮 

）
と
名
乗
り
ま
し
た
。 

弘
教
の
初
期
に
、
富
木
常
忍
・
（ 

四
条
金
吾 

）・
池
上
宗
仲
ら
が
入
信
し
ま
し
た
。 

 

【
３
】
立
正
安
国
論
の
提
出
と
法
難 

（ 

文
応
元
年 

７
月
１
６
日 

）、
大
聖
人
は
「（ 
立
正
安
国 

）
論
」
を
著
し
、 

（ 

北
条
時
頼 

）
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
大
聖
人
に
よ
る
最
初
の
（ 

国
主
諌
暁 

）
で
す
。 

こ
の
書
に
お
い
て
大
聖
人
は
、
邪
法
へ
の
帰
依
を
改
め
な
け
れ
ば
（ 

自
界
叛
逆 

難 

）
と 

（ 

他
国
侵
逼 

難 

）
の
二
つ
の
災
難
が
起
こ
る
と
予
言
し
ま
し
た
。 

 

【
４
】
竜
の
口
の
法
難
と
発
迹
顕
本 

文
永
８
年
の
大
旱
魃
に
際
し
て
、
（ 

 
 

Ａ 
 
 

）
が
祈
雨
を
す
る
こ
と
を
知
っ
た
大
聖
人
は 

祈
雨
対
決
を
申
し
入
れ
、
（ 

 

Ａ 
 

）
は
大
敗
北
し
ま
す
。
怨
み
を
持
っ
た
（ 

 

Ａ 
  

）
は

権
力
に
働
き
か
け
て
弾
圧
を
加
え
ま
す
。
（ 

文
永
８
年 

９
月
１
２
日 

）
、
大
聖
人
は
武
装
し
た
兵

士
を
率
い
た
（ 

 

Ｂ 
 

）
の
襲
撃
を
受
け
、
竜
の
口
の
処
刑
場
へ
と
不
法
に
連
行
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
時
、
大
聖
人
は
（ 

 

Ｂ 
 

）
に
対
し
て
２
度
目
の
（ 

国
主
諌
暁 

）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

首
を
切
ら
れ
よ
う
と
し
た
そ
の
時
に
光
り
も
の
が
空
を
横
切
り
、
恐
れ
慄
い
た
兵
士
は
処
刑
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
事
件
を
（ 

竜
の
口
の
法
難 

）
と
言
い
ま
す
。 

こ
の
出
来
事
を
通
じ
て
大
聖
人
は
ご
自
身
が
凡
夫
と
い
う
迹
（
仮
の
姿
）
を
開
い
て 

久
遠
元
初
自
受
用
報
身
如
来
と
い
う
本
地
（
本
来
の
姿
）
を
現
わ
し
ま
し
た
。 

こ
の
出
来
事
を
（ 

発
迹
顕
本 

）
と
言
い
ま
す
。 

 
 

※
Ａ
欄
、
Ｂ
欄
に
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
人
物
の
名
前
が
入
り
ま
す
。
そ
の
名
前
を
書
き
な
さ
い
。 

Ａ
（ 

 
 

極
楽
寺
良
観 

 
 

） 

Ｂ
（ 

 

平
左
衛
門
尉
頼
綱 

 

） 

 

【
５
】
佐
渡
流
罪 

（ 

文
永
８
年
１
０
月
１
０
日 

）、
大
聖
人
の
（ 

佐
渡 

流
罪 

）
が
決
ま
り
ま
す
。 

文
永
９
年
１
月
に
は
北
陸
・
信
越
一
円
か
ら
集
ま
っ
た
諸
宗
の
僧
ら
と
法
論
を
行
い
、
論
破
し
ま
す
。

こ
れ
を
当
時
滞
在
さ
れ
問
答
が
行
わ
れ
た
地
名
を
と
っ
て
（ 

塚
原
問
答 

）
と
言
い
ま
す
。 

２
月
に
は
北
条
一
門
の
同
志
討
ち
が
起
こ
り
（ 

立
正
安
国 

論 

）
で
予
言
し
た 

（ 

自
界
叛
逆 

難 

）
が
現
実
に
な
り
ま
す
。
こ
の
内
乱
を
（ 

二
月
騒
動 

）
と
言
い
ま
す
。 

流
罪
中
の
佐
渡
で
も
多
く
の
門
下
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

中
心
と
な
っ
た
門
下
に
は
（ 

阿
仏
房
・
千
日
尼 

）
の
夫
妻
が
い
ま
す
。 

  【1  
 

10

月13

日 
 
 

大
聖
人
御
一
代
の
法
門
を
日
興
上
人
に
付
嘱
（
池
上
相
承
） 

御
入
滅 

※
四
角
の
空
欄
箇
所
は
、
最
終
的
に
は
語
群
な
し
で
も
記
入
で
き
る
よ
う
に
学
習
し
て
下
さ
い
。 
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佐
渡
流
罪
中
の
業
績
と
し
て
重
要
な
御
書
の
執
筆
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

中
で
も
文
永
９
年
２
月
に
著
さ
れ
た
「
（ 

開
目
抄 

）」
は
（ 

人
本
尊
開
顕
の
書 

）、
文
永
１
０

年
４
月
に
著
さ
れ
た
「（ 

観
心
本
尊
抄 

）
」
は
（ 

 

法
本
尊
開
顕
の
書 

）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

文
永
１
１
年
２
月
に
赦
免
さ
れ
鎌
倉
に
帰
ら
れ
た
大
聖
人
は
、
（ 

平
左
衛
門
尉
頼
綱 

）
の
質
問
に

答
え
て
蒙
古
襲
来
は
必
ず
起
こ
る
と
断
言
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
３
度
目
の
（ 

国
主
諌
暁 

）
と
な
り

ま
し
た
。 

大
聖
人
の
予
言
通
り
、
同
年
１
０
月
に
蒙
古
の
大
軍
が
九
州
を
襲
来
。
こ
れ
を
（ 

文
永
の
役 

）
と

言
い
ま
す
。
こ
れ
で
大
聖
人
が
予
言
さ
れ
た
（ 

他
国
侵
逼
の
難 

）
も
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

【
６
】
身
延
入
山 

３
度
の
諌
暁
が
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
大
聖
人
は
身
延
に
入
山
し
、
重
要
な
法
門
に
関
す
る
執
筆
、
後
継

者
の
育
成
に
あ
た
り
ま
す
。 

本
門
の
本
尊
、
本
門
の
戒
壇
、
本
門
の
題
目
の
（ 

三
大
秘
法 

）
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
７
】
熱
原
の
法
難
と
出
世
の
本
懐 

大
聖
人
の
身
延
入
山
後
は
各
地
で
弟
子
に
よ
る
折
伏
弘
教
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
特
に
駿
河
の
国
・
富
士

方
面
で
は
（ 

日
興
上
人 

）
を
中
心
と
し
て
折
伏
が
大
き
く
進
展
し
、
大
聖
人
門
下
が
迫
害
さ
れ
る

事
件
が
次
々
と
起
こ
り
ま
し
た
。 

（ 

弘
安
２
年
９
月
２
１
日 

）、
富
士
方
面
の
農
民
信
徒
２
０
名
が
無
実
の
罪
で
連
行
さ
れ
ま
す
。

神
四
郎
・
弥
五
郎
・
弥
六
郎
の
三
兄
弟
が
処
刑
さ
れ
、
残
る
１
７
人
は
追
放
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
弾
圧
を
（ 

熱
原
の
法
難 

 

）
と
言
い
ま
す
。 

大
聖
人
門
下
は
異
体
同
心
で
戦
い
、
２
１
歳
の
青
年
（ 

南
条
時
光 

）
が
活
躍
し
ま
し
た
。 

弟
子
た
ち
の
不
惜
身
命
の
姿
に
（ 

出
世
の
本
懐 

）
を
遂
げ
た
と
宣
言
さ
れ
た
大
聖
人
は
、 

（ 

弘
安
２
年
１
０
月
１
２
日 

）
に
（ 

一
閻
浮
提
総
与
の
大
御
本
尊 

）
を
建
立
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【
８
】
御
入
滅
と
日
興
上
人
へ
の
継
承 

（ 

弘
安
５
年
１
０
月
１
３
日 

）、
日
蓮
大
聖
人
は
池
上
宗
仲
邸
に
て
６
１
歳
の
御
生
涯
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。 

大
聖
人
は
御
入
滅
の
前
に
後
世
の
広
宣
流
布
を
弟
子
の
（ 

日
興 

上
人 

）
に
付
嘱
さ
れ
ま
し
た
。 

  

４
月
２
８
日 

９
月
１
２
日 

１
０
月
１
２
日 

１
０
月
１
３
日 

 

７
月
１
６
日 

 

２
月
１
６
日 

９
月
２
１
日 

 

貞
応
元
年 

 

建
長
五
年 

 

弘
安
二
年 

 

弘
安
五
年 

 

弘
安
四
年 

 

文
応
元
年 

 

文
永
８
年 

文
永
９
年 

文
永
１
０
年 

 
 

文
永
の
役 

 

弘
安
の
役 
 

南
無
妙
法
蓮
華
経 

開
目
抄 

 

観
心
本
尊
抄 

 

国
主
諌
暁 

 

自
界
叛
逆
の
難 

 

他
国
侵
逼
の
難 

 

一
閻
浮
提 

大
御
本
尊 

 

法
華
経 

 

松
葉
ケ
谷 

 

伊
豆
流
罪 

 

佐
渡
流
罪 

 

竜
の
口
の
法
難 

小
松
原
の
法
難 
 

塚
原 

 

一
谷 

 

十
一
通
御
書 

 

立
正
安
国
論 

 

三
度
の
高
名 

熱
原
の
法
難 

 

南
条
時
光 

 

四
条
金
吾 

 

日
興
上
人 

 

人
本
尊 

 

法
本
尊 

 
 

平
左
衛
門
尉
頼
綱 

 

北
条
時
頼 

 

極
楽
寺
良
観 

 

東
条
景
信 

 

阿
仏
房 

 

千
日
尼 

蒙
古
襲
来 

 

二
月
騒
動 

 
 
 

立
宗
宣
言 

 

日
蓮 

 

発
迹
顕
本 

 
 

三
大
秘
法 

 

出
世
の
本
懐 

 

一
閻
浮
提
総
与
の
大
御
本
尊 
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※
次
に
書
か
れ
た
出
来
事
や
言
葉
に
つ
い
て
、
上
下
で
関
連
の
深
い
も
の
を
線
で
結
ん
で
下
さ
い
。 

 

① 

熱
原
の
法
難 

・ 
 

・
発
迹
顕
本 

② 

竜
の
口
の
法
難
・ 

 

・
僭
聖
増
上
慢 

③ 

立
宗
宣
言 

 
・ 

 

・
最
初
の
国
主
諌
暁 

④ 

立
正
安
国
論 

・ 
 

・
人
本
尊
開
顕
の
書 

⑤ 

他
国
侵
逼
難 

・ 
 

・
出
世
の
本
懐 

⑥ 

極
楽
寺
良
観 

・ 
 

・
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
題
目 

⑦ 

開
目
抄 

 
 

・ 
 

・
蒙
古
襲
来 

 

【
四
度
の
大
難
に
つ
い
て
】 

※
大
聖
人
が
遭
っ
た
大
き
な
４
つ
の
法
難
名
と
説
明
の
空
欄
を
記
入
し
な
さ
い
。 

 

【
三
度
の
高
名
】 

※
大
聖
人
が
行
っ
た
３
度
の
国
主
諌
暁
に
つ
い
て
、
諌
暁
し
た
相
手
と
説
明
の
空
欄
を
記
入
し
な
さ
い
。 

【
重
要
な
御
書
】 

※
次
の
説
明
に
あ
て
は
ま
る
御
書
の
名
前
を
記
し
な
さ
い
。 

文
応 

元
年
７
月 

北
条
時
頼
に
提
出
さ
れ
た
国
主
諌
暁
の
書 

 

（ 
 

立
正
安
国
論 

 

） 

文
永 

９
年
２
月 

佐
渡
に
お
い
て
著
さ
れ
た
人
本
尊
開
顕
の
書 

（ 
 

開
目
抄 

 
 

 

） 

文
永
１
０
年
４
月 

佐
渡
に
お
い
て
著
さ
れ
た
法
本
尊
開
顕
の
書 

（ 
 

観
心
本
尊
抄 

 

） 

文
永
８
年 

文
永
元
年 

弘
長
元
年 

文
応
元
年 

年 

竜
の
口
の
法
難 

佐
渡
流
罪 

小
松
原
の
法
難 

伊
豆
流
罪 

松
葉
ケ
谷
の
法
難 

法 

難 

名 

（ 

平
左
衛
門
尉
頼
綱
）
ら
が
密
か
に
大
聖
人
の
斬
首
を
謀
る 

こ
の
法
難
に
よ
っ
て
大
聖
人
は
（ 

発
迹
顕
本 
）
さ
れ
た 

処
刑
に
失
敗
し
た
後
、
大
聖
人
を
流
罪
し
た 

（ 

東
条
景
信 

）
の
軍
勢
に
襲
撃
さ
れ
た 

弟
子
が
殺
さ
れ
、
大
聖
人
は
額
に
傷
を
負
い
、
左
手
を
折
ら
れ
た 

幕
府
に
よ
っ
て
流
罪
さ
れ
る 

念
仏
者
た
ち
に
草
庵
を
襲
わ
れ
る 

説 
 

明 

文
永
１
１

年 文
永
８
年 

文
応
元
年 

年 

平
左
衛
門
尉
頼
綱 

平
左
衛
門
尉
頼
綱 

北
条
時
頼 

諌
暁
の
相
手 

（ 

佐
渡
流
罪 

）
か
ら
赦
免
さ
れ
た
大
聖
人
が
、
年
内
に
必
ず

（ 

蒙
古 

襲
来 

）
が
起
き
る
と
予
言
さ
れ
た
。 

日
本
の
柱
で
あ
る
（ 

日
蓮 

）
を
迫
害
す
れ
ば
二
難
が
必
ず
起

こ
る
と
強
く
諌
暁
し
た
。 

（「 

立
正
安
国
論 

」）
を
提
出
し
た
。 

（ 

自
界
叛
逆
難 

）
と
（ 

他
国
侵
逼
難 

）
を
予
言
し
た
。 

説 
 

明 


